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日常生活における「あたりまえ」を問いなおす。

経済学部

「経済学演習3」
中澤信彦 教授

神谷幸司朗さん（3年次生）

必須アイテムは、情報収集に必要なカメラ、税込み価格を計算する電卓、
予定を管理するためのスケジュール帳など

ある1日の
スケジュール

　演習テーマは、「脱常識の社会経済学～「あたりまえ」を問いなおす～」。中澤信彦教授
のゼミでは、日常生活に溶け込み、常識となっている「あたりまえ」を根底から疑います。
学生自ら関心あるテーマを設定し、自分が納得できるまでとことん追求することが、この
ゼミでは求められています。
　ゼミに入ってまず初めは、「教えてもらってあたりまえ」という授業の在り方を問いなおすた
めに、学生自身で「意義ある授業」を作ることからスタートします。仲間に有意義な時間を持て
たと思わせれば成功。うまくいかなかった時は、その理由を学生に考えさせます。自分の頭で
考える能力が養われてくると、バラバラだった知識がつながってくるのだとか。また、そうな
ると、学ぶことが面白くなってきて、その成果をより大きな舞台で確かめたくなるものだと
か。昨年度は「西日本インカレ2015（合同研究会）」で「食品ロス削減へのアプローチ」を発表
し、見事優勝。今年度もゼミ生が3つのグループに分かれ出場しました。２年連続の優勝とは
なりませんでしたが、審査員特別賞を受賞しました。また、「後輩ゼミ生の選考を先輩ゼミ生
が行っている」こともこのゼミの基本理念である「学生主体」の現れの一つであるとのこと。こ
のようにして、先輩が後輩を指導し、後輩は先輩を見て学ぶ関係が生まれます。さらに、他学
年の学生とつながる機会を増やすため、3学年合同で夏冬に合宿を実施しています。それら
の活動を通じて、学生は「学生主体」のゼミ運営に誇りを感じることができるそうです。
　集大成である卒業論文は、執筆を孤独な作業にさせないことが重要だと中澤教授は
話します。皆から意見を聞いてできあがった卒業論文は、全員の共同作品と言ってもよ
いものです。卒業生や保護者を招待して行われる「卒業論文報告会」は、2005年に始め
られた中澤ゼミの恒例行事で、2年半の学びの成果を証明するセレモニーとなっていま
す。「経済学にあまり興味を抱かずに入学した学生が、卒業する時に『面白かった』と思っ
てくれる仕掛けを、これからも作っていきたい」と話します。
　最後に「予期せぬ環境の変化で、苦境に立つ場合もある。逆境の中でも、決して思考停
止せず、自分の頭で考え、人生の選択肢を探せる人になってほしい」と締めくくられました。

世の中の「あたりまえ」に疑問を抱き、
自らの頭で考える力を養い、自主的に行動することを目指します。

経済にとらわれない身近なテーマを取り上げるので楽しいです。
チームで取り組むことで、責任感が生まれました。ゼミの一環で
企業を取材する機会があり、視点を変えて課題解決に取り組む
方法を学びました。関西大学に入って良かったと思えるゼミです。

自分たちでゼミを動かす特殊性に魅せられて入りました。もと
もと自己表現には自信がありましたが、より深く考えて発言し
なければならない論理的思考を学びました。「人間力」で勝負
する人に成長できる最適のゼミです。

このゼミでは、自分の頭で強く
深く考え抜く力の養成を何よ
りも大切にしています。考える
前にインターネットで検索して
ヒットした情報を鵜呑みにして
しまいがちな時代だからこそ、
こうした力は社会でますます
必要なものになっています。
学生が流した汗の分だけ、私
も汗を流して頑張ります。

横田しおりさん（3年次生） 経済学部
中澤信彦 教授
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スケッチャーズジャパン合同会社

アンティ・クンナスさん

　フィンランド出身のアンティ・クンナスさんは、スケッチャーズ
ジャパン合同会社に入社して１年半になります。現在は、神戸元町１
番街にある神戸元町店で店長を務めています。オリジナルシュー
ズの仕入れや在庫、販売から売り上げまで、店舗を総合的に管理し
ています。中学の頃から各国の言語を学んでいましたが、高校時
代に日本語と出合い、勉強するうちに日本への関心を深めたのだ
そう。漢字を１２００字覚えるなど、語彙力には自信がありましたが、
言葉や文化をもっと知りたいと考え、フィンランドの大学在学中に
１年間、日本への交換留学を経験。弱点だった会話を、授業とホー
ムステイで強化しました。
　大学卒業後、関西大学経済学研究科に入学し、日本経済史を専
攻。日本の経営者や経済発展の足跡を学びました。学んだことを仕
事に生かそうと、日本での就職を決意し、就職活動を始めますが、
企業の採用基準がつかめずに戸惑います。不採用が続く中、落ち
込むこともありましたが「気にしすぎるとチャンスを逃すかもしれな
いので、積極的に行動するよう気持ちを切り替えました」。その結
果、アパレル企業に採用されます。真剣に仕事に取り組みながら
も、将来を見据えてより高いスキルを身に付けたいと考えていたと
き、スケッチャーズにスカウトされて入社。半年間、副店長を務めた
後、店長に就任します。現在は人材育成に力を入れ、店長・副店長が
不在でもスタッフに店舗を任せられるように、社員の自主性を育て
ているそうです。また自身の経験から「失敗してもそこから学べば
いい。落ち込まずに次も１００％の力でやってほしい」と話します。
　勉強が趣味というクンナスさんは、時間があれば、さまざまな
ジャンルの書籍を読むのだとか。最後に「興味があることに全力で
取り組み、将来に生かせるスキルを、何か一つ身に付けてほしい」

とエールを送ってくれました。

勉強と就職活動の経験から、
諦めない人材の育成に力を入れています。

Rｅｓｓｕｎ Ｌｕｋｉｏ 出身（フィンランド）
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